
瀧文庫と
図書館
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名古屋帝国大学の創設は昭和14年。

旧帝国大学で一番遅く、愛知県の寄付で開校にこぎつけた。

また戦後すぐに開校した愛知大学も旧制大学となる。

【滝学園発祥の地】

　瀧文庫は、滝学園正門脇の細い道を西に５００メートルほど進んだ先の、木々
に覆われた敷地の中央にたっています。もともとここには瀧信四郎の生家があり、
その一部は通りに構えた長屋門の奥に残されています。
　外装には水色の下見板が張られ洋風の佇まいを見せながら、中央の玄関
ポーチには唐破風の屋根が載る和洋折衷のデザインです。向かって左側に図書
室が、右側には講堂があります。館内には木製の凝った建て付けが残り、特に
天井の仕上げは今もきれいな姿を見せています。文庫内の図書室には２万冊
以上の蔵書があったといい、読書と講話を何より重んじた信四郎の思いが、この
建物には詰まっています。
　昭和８年に、瀧実業学校の校内に図書館が建てられると、蔵書もそちらに移さ
れました。当初は平屋でしたが、昭和４０年の増築の際に２階部分を大きく張り
出す今の姿になりました。館内は柱のない広い空間で、小さな町の図書館くらい
の規模があり、司書もふたり常駐しています。増築部を設計した黒川巳喜は、
愛知県営繕課時代に愛知県庁舎の実施設計を担当した実力者で、建築家
黒川紀章の実父としても知られています。

大学

photo：nawoko kato

みき

きしょう
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ま
る
開
か
れ
た
場
所
に
出
ま
す
。
東
の
丘
に
は
豊
田

講
堂
が
、西
に
は
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、道
を
跨
い

で
軸
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
軸
の
先
に

は
名
古
屋
城
が
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
軸
の
構
想
、ア
ー
バン
デ
ザ
イ
ン
の
基
点
と
し

て
豊
田
講
堂
を
見
た
と
き
、建
物
に
込
め
ら
れ
た
意

図
が
見
え
て
き
ま
す
。

建
築
か
ら
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
へ

　
名
古
屋
大
学
は
戦
後
に
旧
名
古
屋
帝
国
大
学
な

ど
を
統
合
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
官
民
が
協
力

し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
す
る
中
、
講
堂
は
ト
ヨ
タ

自
動
車
工
業
株
式
会
社
の
寄
付
で
、
創
始
者
豊
田

佐
吉
の
偉
業
に
あ
や
か
っ
て「
豊
田
講
堂
」と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
設
計
は
若
干
30
歳
の
建
築
家
槇
文
彦
。
当
時
の

日
本
建
築
界
で
は
丹
下

健
三
を
中
心
に
優
秀
な

建
築
家
が
登
場
し
、
世
界

中
か
ら
注
目
を
集
め
て
い

ま
し
た
。
槇
は
ア
メ
リ
カ

で
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
を

学
ん
だ
経
験
と
、
同
世
代

が
旗
揚
げ
し
た
建
築
運

動
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
を
横
目

に
、
講
堂
の
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
目
を
惹
く
の
が
、
80
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
梁
で
す
。
そ
れ
を
細
い
柱
と
コ
形
の

壁
で
持
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
梁
の
下
の
白
い
壁
面

が
講
堂
で
、
脇
の
通
り
抜
け
の
ピ
ロ
テ
ィ
の
先
に
は

森
が
見
え
ま
す
。
槇
は
建
物
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
、

キ
ャ
ン
パ
ス
と
森
を
つ
な
ぐ
門
と
考
え
ま
し
た
。
ま

た
時
計
塔
や
講
堂
は
、
威
圧
感
を
消
す
よ
う
に
シ

ン
メ
ト
リ
ー
を
崩
し
て
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
講
堂
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
上
空
に
は
シ
ェ

ル
が
浮
か
び
、
大
き
な
照
明
器
具
が
吊
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
造
形
を
支
え
て

い
る
の
が
、
巨
大
な
梁
や
コ
形
の
壁
な
ど
の
構
造
体

で
す
。

　
槇
は
、
巨
大
な
構
造
体
が
創
り
出
す
象
徴
的
な

建
物
が
大
学
の
軸
の
要
に
な
り
、
都
市
の
景
観
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
デ
ザ

イ
ン
を
構
想
し
ま
し
た
。

巨
匠
の
帰
還

　
平
成
20
年
、
豊
田
講
堂
は
老
朽
化
に
伴
い
大
規

模
な
改
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
世
界
的
建
築
家
と

な
っ
た
槇
は
そ
の
改
修
設
計
に
あ
た
り
、
通
り
抜
け

だ
っ
た
空
間
の
一
部
を
ガ
ラ
ス
で
囲
っ
て
、
気
持
ち

の
良
い
ア
ト
リ
ウ
ム
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
ま
し
た
。

ま
た
傷
ん
だ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
を
削
り
、
打
ち

放
し
仕
上
げ
を
再
現
し
た
外
壁
改
修
工
事
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
じ
設
計
者
が
登
録
有
形
文
化
財
の

改
修
を
手
掛
け
た
極
め
て
稀
な
建
築
で
す
。

　
大
学
の
顔
を
つ
く
っ
た
若
い
建
築
家
が
50
年
後
に

老
練
な
巨
匠
と
な
っ
て
再
び
建
物
を
蘇
ら
せ
る
。

そ
ん
な
物
語
が
愛
知
の
最
高
学
府
で
体
現
さ
れ
た

こ
と
は
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
本
当
に
幸
せ
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

学
校
の
顔

　
東
大
の
安
田
講
堂
、早
稲
田
大
の
大
隈
講
堂
、そ

し
て
名
大
の
豊
田
講
堂
。
大
学
に
顔
と
な
る
建
物
が

あ
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、地
域
社
会

の
誇
り
と
し
て
、多
く
の
人
々
に
記
憶
さ
れ
続
け
る

か
ら
で
す
。

　
本
山
か
ら
八
事
へ
抜
け
る
山
手
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

を
進
む
と
、バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
や
地
下
鉄
の
駅
が
集

現代建築の巨匠が二度手掛けた、奇跡の講堂

登録／2011年7月
登録基準／造形の規範となっているもの Nagoyadaigaku Toyodakôdô

講堂内部。天井のシェルに注目

正面の外観。メガストラクチャーのスケール感と繊細な造形の構成が美しい

かつては外部だった２階アトリウム

１
９
６
０
年（
昭
和
35
年
）／
２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）改
修

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
地
下
１
階
て
／
鉄
骨
造

﹇
設
計
﹈槇
文
彦

名
古
屋
市
千
種
区
仁
座
町
１

http://w
w
w
.nagoya-u.ac.jp/about-nu/public-relations/

videoarchive/toyokovideo/toyoda.htm
l

ピロティからキャンパスを見る

photo：Hitoshi Kumamoto

名古屋大学豊田講堂

と
よ
だ

さ
き
ち

と
よ
だ

39 38



を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
建
設
か
ら
50
年
以
上
が
経
ち
、老
朽
化
の
進
ん
だ

校
舎
は
近
年
レ
ー
モ
ン
ド
の
デ
ザ
イ
ン
を
継
承
し
つ

つ
改
修
さ
れ
、お
し
ゃ
れ
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
キ
ャ
ン
パ
ス

に
蘇
り
ま
し
た
。
古
色
を
帯
び
た
校
舎
に
新
し
い
彩

り
が
加
わ
り
、学
内
は
と
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

吉
村
順
三
の
愛
知
県
立
芸
術
大
学

　
一
方
の
愛
知
県
立
芸
術
大
学
は
、
長
久
手
の
丘
陵

地
に
キ
ャ
ンパ
ス
を
構
え
て
い
ま
す
。

　
構
想
段
階
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
を
任
さ
れ
た
吉

村
は
、
建
物
と
建
物
の
間
隔
を
た
っ
ぷ
り
取
り
、
高

さ
を
押
さ
え
た
校
舎
を
ゆ
と
り
を
も
っ
て
配
置
し
ま

し
た
。ま
た
全
体
的
に
小
さ
め
な
寸
法
で
設
計
さ
れ
、

校
舎
は
ど
れ
も
コ
ン
パ
ク
ト
で
身
体
に
フィ
ッ
ト
す
る

よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
が
学
科
ご

と
に
違
い
創
作
に
適
し
た
採
光
が
追
求
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
館
内
を
散
策
し
て
い
る
と
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ

に
光
が
落
ち
る
美
し
い
シ
ー
ン
に
出
会
え
ま
す
。

　
吉
村
も
レ
ー
モ
ン
ド
と
同
じ
く
、
土
地
造
成
を
最

低
限
に
留
め
て
、
植
栽
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
完
成

か
ら
50
年
以
上
が
経
っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
は
緑
に
覆
わ

れ
、
学
生
た
ち
は
穏
や
か
な
空
気
の
流
れ
る
構
内
で

日
々
創
作
活
動
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

改装された校舎。壁画はレーモンドのデザイン

南山大学のキャンパス。コンクリート打ち放しと赤土色のデザインで統一された校舎が美しい

愛知県立芸術大学のゆとりをもって配置されたキャンパス

光が落ちる美しいシーン

ア
ン
ト
ニ
ン・レ
ー
モ
ン
ド
の
南
山
大
学

　
愛
知
に
は
名
古
屋
大
学
の
ほ
か
に
も
、名
建
築
家

が
設
計
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
ま
す
。
チ
ェ
コ
出
身

の
建
築
家
ア
ン
ト
ニ
ン・レ
ー
モ
ン
ド
の
南
山
大
学
と
、

そ
の
弟
子
吉
村
順
三
の
愛
知
県
立
芸
術
大
学
で
す
。

　
南
山
大
学
は
名
古
屋
大
学
か
ら
歩
い
て
10
分
ほ
ど

の
丘
陵
地
に
あ
り
ま
す
。
レ
ー
モ
ン
ド
は
土
地
の
造

成
を
極
力
お
さ
え
、丘
陵
の
馬
の
背
を
軸
と
し
て
校

舎
を
配
置
し
ま
し
た
。
レ
ー
モ
ン
ド
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
第
一
人
者
で
、こ
こ
で
も
得
意
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
ち
放
し
を
用
い
赤
土
色
の
デ
ザ
イ
ン
で
校

舎
を
統
一
し
て
い
ま
す
。
南
面
に
は
日
差
し
を
和
ら

げ
る
ル
ー
バ
ー
を
取
り
付
け
、建
物
の
表
情
に
変
化

名建築家の手掛けたキャンパス

photo：nawoko kato

photo：Ryota Murase

吉
村
さ
ん
は

レ
ー
モ
ン
ド
さ
ん
の
お
弟
子
さ
ん
。

ち
な
み
に
愛
知
県
立
芸
術

大
学
か
ら
は
、
現
代
ア
ー
ト
の

奈
良
美
智
さ
ん
や
杉
戸
洋
さ
ん

が
巣
立
っ
て
い
ま
す
。

特 集 3
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の
敷
設
、電
気
、上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
進
み
、師
団
の
建
物
は
洋
風
建
築
で
建
て
ら
れ
た

た
め
、豊
橋
に
そ
れ
が
広
が
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
、愛
知
大
学
内
に
は
司
令
部
を
含
め
、

6
棟
の
建
物
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
14
年
、第
15
師
団
が
廃
止
さ
れ
る
と
、建
物

は
陸
軍
教
導
学
校
な
ど
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　
司
令
部
は
木
造
2
階
建
て
で
、中
央
に
ペ
ディ
メ
ン

ト
の
載
る
玄
関
が
つ
き
、白
い
ペン
キ
の
塗
ら
れ
た
ド

イ
ツ
下
見
板
の
外
壁
に
瓦
屋
根
が
葺
か
れ
て
い
ま
す
。

建
物
は
南
面
し
て
い
ま
す
が
、コ
の
字
の
平
面
に
中

廊
下
型
の
構
成
で
、庁
舎
建
築
の
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
館
内
に
入
る
と
、趣
の
あ
る
階
段
の
ほ
か
、い
た

る
と
こ
ろ
に
木
製
と
漆
喰
の
建
て
付
け
が
残
り
、往

時
を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。

東
亜
同
文
書
院
か
ら
愛
知
大
学
へ

　
愛
知
大
学
の
前
身
は
東
亜
同
文
書
院
と
い
い
、

明
治
34
年
に
上
海
で
開
学
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
し
た
。
創
設
に
尽
力
し
た
東
亜
同
文
会
初
代

会
長
の
近
衞
篤
麿
は
、
欧
州
列
強
に
対
抗
す
る
東

ア
ジ
ア
構
想
の
た
め
、
日
清
間
で
の
教
育
・
文
化
交

流
と
人
材
の
育
成
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
や
が
て
終
戦
を
迎
え
、
東
亜
同
文
書
院
は
本
国

で
の
再
開
を
め
ざ
し
ま
す
が
、
G
H
Q
の
意
向
で

頓
挫
。
戦
中
に
内
閣
総
理
大
臣
を
務
め
た
近
衞
文

麿
の
存
在
が
影
響
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

文
麿
は
篤
麿
の
長
男
で
し
た
。
そ
の
後
、
名
称
を

「
知
」
を
「
愛
す
」
を
理
念
に「
愛
知
大
学
」と
変
更

し
て
認
可
を
得
て
、
豊
橋
の
旧
第
15
師
団
の
施
設

が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
愛
知
大
学
に
は
、東
亜
同
文
書
院
時
代
に
収
集
し

た
膨
大
な
資
料
が
集
め
ら
れ
、
そ
の
一
部
は
記
念
館

1
階
で
公
開・展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、当
時

の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
関
係
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料

が
、い
ま
だ
手
つ
か
ず
で
眠
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

平
松
礼
二
画
伯
特
別
展
覧
会

　
愛
知
大
学
記
念
館
に
は
、
期
間
限
定
の
名
物
展

示
が
あ
り
ま
す
。

　
国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
日
本
画
家
の
平

松
礼
二
は
同
学
の
卒
業
生
で
、毎
年
11
月
15
日
前
後

に
展
覧
会
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
人
々
が

詰
め
か
け
て
い
ま
す
。

　
お
お
ら
か
な
空
間

に
色
と
り
ど
り
の
屏

風
絵
が
展
示
さ
れ
る

様
子
は
、
木
漏
れ
日

の
差
す
キ
ャ
ン
パ
ス
と

あ
わ
せ
て
、
と
て
も

艶
や
か
で
す
。

陸
軍
第
 15
師
団
司
令
部

　
建
て
ら
れ
た
経
緯
や
抱
え
た
歴
史
が
建
物
の
魅

力
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
愛
知
大
学
記
念
館
は
、は
じ
め
、豊
橋
に
誘
致
さ

れ
た
陸
軍
第
15
師
団
の
司
令
部
と
し
て
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
師
団
と
は
戦
略
を
遂
行
で
き
る
編
成
単
位

で
、第
15
師
団
は
日
露
戦
争
後
に
増
設
さ
れ
ま
し

た
。
兵
数
1
万
人
、関
係
者
を
合
わ
せ
る
と
2
万
人

が
街
へ
入
植
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、各
地
で
誘
致

合
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
豊
橋
が
選
ば
れ
た
の
は
、

満
州
に
似
た
地
形
が
演
習
に
適
し
て
い
た
か
ら
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
に
豊
橋
の
街
は
道
路
整
備
や
路
面
電
車

愛知大学記念館（旧陸軍第１５師団司令部）
貴重な資料の眠る、旧陸軍庁舎の大学施設

登録／1998年1月
登録基準／造形の規範となっているもの Aichidaigaku Kinenkan

広い階段ホール。タペストリーは平松礼二作

緑に囲まれた記念館。白いドイツ下見板の外観が目を惹く

２階旧学長室

１
９
０
８
年（
明
治
41
年
）

木
造
２
階
建
て

﹇
設
計
﹈臨
時
陸
軍
建
築
部

豊
橋
市
町
畑
町
１‒

１

http://edu.aichi-u.ac.jp/toa/
※

見
学
可
。月
〜
金
／
10
時
〜
16
時
　
土
／
10
時
〜
12
時

休
館
日
／
日
曜
日
、祝
日
、創
立
記
念
日
、夏
期
・
冬
期
休
暇
期
間

名物企画の平松礼二展覧会
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師
範
学
校
に
つ
い
て

　
師
範
学
校
は
教
員
を
養
成
す
る
学
校
で
、
明
治

5
年
の「
学
制
」の
公
布
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
は
、「
学
制
」で
区
分
さ
れ
た
大
学
区
ご
と

に
設
置
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
が
、
後
に
各
府
県
に

移
管
さ
れ
ま
す
。

　
愛
知
県
で
は
明
治
6
年
に
愛
知
県
養
成
学
校
が
設

置
さ
れ
、
そ
れ
を
第
一
と
し
て
、同
32
年
に
岡
崎
に

第
二
師
範
学
校
が
お
か
れ
ま
し
た
。
明
治
35
年
に
現

在
地
へ
移
転
し
、校
舎
や
寄
宿
舎
、附
属
小
学
校
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
武
道
場
は
剣
道
部
の
活
躍
を

受
け
て
大
正
末
期
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、こ
の
頃
の
愛
知
の
県
立
中
学
校
で
も
同
様
の
武

道
場
が
建
て
ら
れ
、半
田
高
校
や
西
尾
高
校
に
現
存

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
こ
の
建
物
は
、愛
知
教
育
大
学
附
属
特
別
支

援
学
校
内
に
あ
り
ま
す
が
、耐
震
性
能
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

過
渡
期
の
造
形

　
外
観
を
眺
め
る
と
、
小
ぶ
り
な
姿
に
驚
き
ま
す
。

棟
ま
で
の
高
さ
は
7
メ
ー
ト
ル
程
で
、ふ
つ
う
の
２

階
建
て
の
住
宅
と
同
じ
く
ら
い
で
す
。
た
だ
外
壁

が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
た
め
、が
っ
ち
り
し
た

印
象
を
う
け
ま
す
。
細
部
の
造
形
に
は
、
柱
型
と

柱
頭
に
幾
何
学
的
な
装
飾
が
つ
き
、
壁
面
を
飾
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
19
世
紀
末
の
ウ
ィ
ー
ン
で
興
っ
た

セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
ア
ー
ル・
デ
コ
の
デ
ザ
イ
ン
を
彷
彿

と
さ
せ
ま
す
。
他
の
学
校
に
も
同
じ
よ
う
な
繰
形

の
柱
頭
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
計
を
担
当
し
た
愛

知
県
営
繕
課
に
共
通
の
型
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
道
場
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、印
象
は
一
変
し

ま
す
。
ひ
ろ
び
ろ
と
開
放
さ
れ
た
空
間
に
は
木
組
み

が
整
然
と
並
び
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ
鋼
材
が
中
空
で
縦

横
に
張
り
巡
ら
さ
れ
、豊
か
な
造
形
力
に
圧
倒
さ
れ

ま
す
。
ま
た
外
観
で
は
存
在
感
の
な
か
っ
た
く
も
り

ガ
ラ
ス
の
窓
が
た
っ
ぷ
り
光
を
採
り
込
ん
で
、ペン
キ

で
白
く
塗
ら
れ
た
天
井
と
架
構
が
浮
か
び
上
が
り
、

道
場
内
に
は
神
聖
な
雰
囲
気
す
ら
漂
っ
て
い
ま
す
。

　
合
理
的
に
組
み
上
げ
ら
れ
た
構
造
物
の
美
に
人

は
し
ば
し
目
を
奪
わ
れ
ま
す
が
、こ
こ
で
は
そ
れ
が

空
間
を
支
配
し
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
小
屋
組
み

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
施
工
技
術
の

揺
籃
期
の
も
の
で
、

屋
根
架
構
が
木
造

ト
ラ
ス
と
鋼
材
を

合
わ
せ
た
混
構
造

で
つ
く
ら
れ
た
こ
と

は
、
今
で
は
貴
重
な

見
ど
こ
ろ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

架
構
の
美

　
構
造
は
ふ
つ
う
、建
物
を
支
え
る
裏
方
的
な
存
在
で

す
が
、時
に
空
間
の
主
役
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
旧
愛
知
県
岡
崎
師
範
学
校
武
道
場
は
、木
組
み
と

鋼
材
の
張
り
巡
ら
さ
れ
た
ト
ラ
ス
の
架
構
が
主
役
の

建
物
で
す
。

旧愛知県岡崎師範学校武道場
屋根架構が美しい、セセッション風の旧武道場

登録／2013年12月
登録基準／造形の規範となっているもの Kyû Aitiken Okazakisihangakkô Budôzyô

セセッション風の外観

道場内観。窓から差し込む光で混構造のトラスが美しく浮かび上がる

本来の正面入り口

１
９
２
６
年（
大
正
15
年
）／
１
９
６
６
年（
昭
和
41
年
）改
修

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建
て

﹇
設
計
﹈愛
知
県
営
繕
課

岡
崎
市
六
供
町
八
貫
１‒

１

※

非
公
開

壁と木組みのディテール

photo：Ryota Murase
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フ
ァ
サ
ー
ド
解
題

　
愛
知
学
院
大
学
楠
元
学
舎
の
一
番
の
見
ど
こ
ろ

は
、フ
ァ
サ
ー
ド
の
美
し
さ
で
す
。
南
面
し
た
片
廊

下
型
は
他
の
校
舎
と
同
じ
で
す
が
、
前
面
に
は
庭

を
配
し
、
運
動
場
は
校
舎
の
北
側
に
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
正
面
の
幅
は
72
メ
ー
ト
ル
。
中
央
に
は
玄
関
ポ
ー

チ
が
付
き
、
そ
の
上
に
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
を
か
た
ど
っ
た

壁
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。
ま
た
両
端
を
突
き
出
し

て
、横
に
長
い
フ
ァ
サ
ー
ド
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

　
細
部
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
明
る
い
茶
系
の
ス

ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
が
全
面
に
張
ら
れ
て
い
ま
す
。
古

典
主
義
建
築
を
思
わ
せ
る
ど
っ
し
り
し
た
柱
が
基

礎
部
か
ら
伸
び
て
1
階
と
2
階
を
つ
な
ぎ
、
そ
の

間
に
は
ス
チ
ー
ル
フ
レ
ー
ム
の
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
が

並
び
ま
す
。
ま
た
、
柱
の
角
を
カ
ッ
ト
し
、
間
柱
に

ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
を
張
る
こ
と
で
、
壁
面
の
存
在

感
が
い
っ
そ
う
増
し
て
い
ま
す
。
赤
い
ス
ペ
イ
ン
瓦

の
葺
か
れ
た
浅
い
庇
も
、壁
面
の
彩
り
に
華
を
添
え

て
い
ま
す
。

　
設
計
者
の
佐
藤
三
郎
は
壁
面
の
デ
ザ
イ
ン
が
得

意
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
装
飾
の
バ
ラ
ン
ス

や
陰
影
、
素
材
の
扱
い
な
ど
に
、
そ
の
力
量
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
昭
和
9
年
、本
館
の
す
ぐ
隣
に
、佐
藤
が
設
計
し

た
同
じ
壁
面
デ
ザ
イ
ン
の
講
堂
が
建
て
ら
れ
ま
し
た

が
、残
念
な
こ
と
に
戦
災
で
焼
失
し
ま
し
た
。

大
改
修
の
ポ
イ
ン
ト

　
平
成
28
年
、
老
朽
化
に
伴
い
大
規
模
な
改
修
と

増
築
が
行
わ
れ
、
建
物
は
大
幅
に
姿
を
変
え
て
い

ま
す
。
た
だ
、
外
観
に
関
し
て
は
当
時
の
姿
を
壊

さ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
ま
し
た
。

ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
ュ
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
壊
れ
た
ス

ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
は
新
た
に
作
り
直
し
て
補
修
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
館
内
の
2
階
に
は
、
校
舎
裏
側
の
外
壁
を
取
り

込
む
か
た
ち
で
増
築
さ
れ
た
興
味
深
い
ホ
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。
白
色
で
統
一
さ
れ
た
広
い
空
間
に
は
、

愛
知
学
院
大
学
の
歴
史
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
夕
暮
れ
時
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
目

の
前
ま
で
迫
る

住
宅
地
の
中

で
、
夕
日
を
浴

び
て
立
ち
尽
く

す
校
舎
の
姿

は
、
思
わ
ず
見

惚
れ
る
美
し
さ

で
す
。

愛
知
中
学
校

　
名
古
屋
の
中
心
を
走
る
広
小
路
通
を
東
へ
、昭
和

塾
堂
の
そ
び
え
る
城
山
八
幡
宮
の
側
に
、愛
知
学
院

大
学
楠
元
キ
ャ
ンパ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
門
の
正
面
の
ツ
タ
の
這
う
建
物
は
、昭
和
３
年
に

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
造
ら
れ
た
同
校
の
前
身
の
愛

知
中
学
校
の
本
校
舎
で
す
。

　
愛
知
学
院
大
学
は
、曹
洞
宗
の
僧
侶
養
成
学
校
に

始
ま
り
ま
す
。
明
治
維
新
後
の
廃
仏
毀
釈
で
打
撃
を

受
け
た
仏
教
界
は
、そ
れ
を
乗
り
越
え
る
道
を
布
教

と
教
育
活
動
に
求
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、大
正
14
年

の
中
学
校
令
の
発
足
に
伴
い
、一
般
の
子
弟
も
受
け

入
れ
る
愛
知
中
学
校
へ
改
称
さ
れ
ま
し
た
。 

愛知学院大学楠元学舎
ツタの這うファサードが美しい、旧制中学校校舎

登録／1998年1月
登録基準／造形の規範となっているもの Aitigakuindaigaku Kusumotogakusya

庇、柱、窓、間柱、基礎部が調和する壁面

夕日に染まるファサード。スクラッチタイルにツタの這う美しい外観

側面の階段搭。手すり壁の造形が面白い

１
９
２
８
年（
昭
和
３
年
）／
２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）改
修

﹇
設
計
﹈佐
藤
三
郎

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て

名
古
屋
市
千
種
区
楠
元
町
１‒

１
０
０

https://w
w
w
.agu.ac.jp/access/kusum

oto_suem
ori/
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見
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可

２階のホール。軒のある部分が以前の外壁
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